
演習問題２（2006/12/18）           担当：孫玉平 
下図に示す鉄筋コンクリート造単純支持梁のせん断設計について、以下の問に答えなさい。ただし、

コンクリートは Fc＝24N/mm2、あばら筋は SD295異形鉄筋を用いる。解答はすべて解答欄に記入し

なさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演習問題２図 梁の配筋詳細 
 
１） コンクリートの長期と短期の許容せん断応力度 fsはそれぞれ（ ① ）N/mm2と（ ② ）

N/mm2となる。また、D13異形鉄筋 1本あたりの断面積 atoは 127 mm2であるので、梁のせ

ん断補強筋比は（ ③ ）によって求めることができ、その値は約（ ④ ）％である。 

２） あばら筋長期と短期の許容せん断応力度 wftはそれぞれ（ ⑤ ）N/mm2と（ ⑥ ）N/mm2

であるので、せん断スパン比による補正係数αを 1.0 とすれば、梁の長期と短期許容せん断力

はそれぞれ（ ⑦ ）kNと（ ⑧ ）kNとなる。 
 
 
解答欄 

① ② ③（式） ④ 

0.74 1.11 回答例を参照 
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⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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演習問題２回答例 
 
① 0.74 N/mm2  （教科書 41頁表 2.7を参照） 
② 1.11 N/mm2  （教科書 41頁表 2.7を参照） 
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⑤ 200 N/mm2  （RC規準 6頁表４） 
⑥ 295 N/mm2  （RC規準 6頁表４） 
⑦ 187 kN   
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⑧ 280 kN  
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